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1.水資源かん養保安 洪水の防止または各種用水の確保に資するこ 5，807，674 
第 4キ とを目的とするもの
2.土砂流出防備保安 山地の表面侵食による土砂の流出を防止する 1，752，056 
オキ ことを目的とするもの
i 保
3.土砂崩壊防備保安 山地の崩壊発生を防止することを目的とする 44，369 玄白 ... 
林 林 もの





第 6.防務保安林 霜の移動を阻止または霧粒を捕捉して霧害を 51，772 
2 防備することを目的とするもの
種
保 7，水害防備保安林 樹根、樹冠によって水害を防止軽減すること 789 
!t( 唱 を目的とするもの
林




10，干害防備保安林 局所的な用水を確保して、干害を防止するこ 36，036 
とを目的とするもの
11.雪崩防止保安林 雪崩の発生を防止しまた発生した雪崩を阻止 J.8，683 
することを目的とするもの
12.落石防止保安林 落石の発生を防止し、転石を阻止することを 1，645 
目的とするもの
13.防火保安林 火災の延焼を阻止することを目的とするもの 423 
14.魚っき保安林 魚類の生息と繁殖を助けることを目的とする 28，325 
もの
15 主として漁船の航行を目標とすることを目的 1，122 
とするもの
16.保健保安林 公衆の保健/休養に資することを目的とする 487，979 
もの








若 rl~怯保雄ハンドプツク Lp63 より故粋)














































































































































いて鉱業、農林業などとの調整)、 <4>利用、 <5~配置、 <6>自然公国候補区域の決定(隣接
条件など)であって、 「自然性Jは考属されていない。ょうやく昭和46年12月より<1>の
「第一要件の判定」について「評価の対象となる景観要素」、 「評価の条件」の2つの
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記ド竺身近な緑 遠隔地の緑都市林 都市近郊林 山地林 山岳林
生活環境保全環境安定機能 O O 
機能 快適環境機能 O O 
自然環境保全生態系保全機 O O O 機能 fjム~
保健レクレーション機能 O O O 
図ト3 森林の類型と期待される機能の対応図
23 
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' ・. . 西部横浜/11崎i 東部 ー8 
0.5081 ' 1.住宅地の緑として目を和ませている。
景 0.6729 0.3655 
観 0.5654 0.5368 0.2136 2.紅葉や新緑など季節ごとに自然と親しむこ
を と古宮できるo
よ 0.6196 0.2807 0.1670 3.i芭伏や傾斜があって周囲の景色に変化を与
B 
えているo書e 
す ー0.4516 0.5615 0.1240 4.まわりの建物と調和しているo






0.7781 0.6882 0.5984 
0.4924 0.4456 0.2089 2.昆虫や野鳥が多く、昆虫採取や野鳥観察ができる白然 ' 
0.5724 0.2982 0.4747 3.樹木の下に生えている植物の種類が豊富で自然観
察や山莱とりができる。ー親 ー
ー
し 0.4487 0.4155 0.0952 4.湧き水や山川があって水と親しめる。8 
む 0.4628 0.1248 0.2009 5.子供が木や土と親しみながら遊ぶことが出来るo
0.6236 0.4514 ト0.1289 6.起伏や傾斜がゆるくて散策しやすい。. .置圃・・ー・・ー .ー・ー冒園開，，Je ・ーー園田司曹 F咽骨...圃田園田ー園田..岨・ 岨園田胃恒U開明帽.-岨・圃圃ー・咽園田圃園田園・・圃・岬圃圃園田園e・園田園田恒圃ー岨圃軸圃ー“ー-胃ー『咽再開ー・固
' 
文 0.5936 0.6879 0.3141 1.お寺や11社、墓地、歴史的な建物などがある。
化 0.1519 0.6462 0.3802 2.古くからの遺跡があるロ
や 0.2666 0.3518 0.4611 3.伝統や言いイ云えがあるロ
歴 4.お祭りや山聞きなどの地域の行事が聞かれる。0.1757 0.4071 0.2263 
史
， 
0.0528 0.4127 0.4724 5.森や林が歌詞に登場したり絵に描かれて地域のシf困 ー ンポルとなっている白• '1生 • . 
0.3337 6.森や林が昔からの雰囲気を残している。0.5723 0.3533 . 
-・r・・・・司咽'_.....ー・降旬、:---ー・・・.-、~... .-・・・・・ -・咽司・・・暗唱. 司噌司.唱・・咽・--骨・・・ーー・.旬開唱聞・・ 4・・ 4・・聞噂・・唱...._---.事.司町司.-噛E・唱・ 4・・・咽・・ー・ー・ E
生 . a • 1舌 0.2956 0.3326 0.4880 1.自動車からの騒音を軽減しているo. 





















































j:t IJL保全評点=51.0 + 2.768 (Jogr.i;H:iTrilt!)ー 1.218(Jogm畑lfl)+ 5.891 (スギ・ヒノキD)+ 7.401 (国道ありj))- 5.911 (鉄道ありD)
(R = 0.599) (2.84・・・ー1.50・ (2.10") (1.63・ (-2.55“}
.m自然評点=5.76 + 6.115 (Jog~主体面悦) -0.0784 (傾斜%)+ 8.005 (スギ・ヒノキD)-4.212 (鉄道ありD)+ 5.98 (京向きD)
(R=O.710) (5.77"'・} 伺 (ー1.59・ (2.G8"") (-1.69') (+2.35・づ
文化評点""38.6 + 0.002 (外周)+ 2.098 (tog闘齢)+ 7.655 (寺社あ 1)D) 
(R=0.5l2). 0.89') (2.31"): (2.85"') 
生活環I昆安定評点=30.7 + 6.164 (Jog外周〕ー 2.574(Jog田知事)- 3.250 (Jog傾斜%)+ 4.927 (針葉樹D).; 9.075-(国道ありD) • 
(R=0.521) (3.94・・づー (-2.87"') (-1.75・}弓 {l.80・(1.81・1
[耳tff~) n =52 
1託銀保全評点=20.1 + 0.1470 (傾斜%)-2.233 (log工業地車)+ 10.683 (log住宅地人口密度)+ 8.009 (常緑広諜倒D)- 6.265 (主要道ありD)
(R=0.792) (2.86"・(-1.69・). . (7.42・ (2.39") " (-2.20") 
組自然評点=15.2 - 2.633 (log工業地車)+ 8.684 (Jog住宅地人口奮皮)+ 0.1036 (t雲南)+ 9.058 (南向きD)
(R=0.717) (-1.88') (5.80"・ (2.12“ (3.08"・}
文 化 評 点=12.3 + 5.548 (log住宅地人口奮l主)+ 12.488 (常総広禁制DJ+ 9.211 (部分林D)+ 6.237 (寺桂ありD)
(R=0.699) 旦 ー (3.47・・・} μ ・ (3.23日・1‘ (3.14・・・} ・ (2.03“} 
生括環境安定評点=36.8 + 6.741 (1og住宅地牢)- 0.991 (外周/面積〕で 5.489(タヌギ・コナラD)+ 12.328 (北向きD)+ 9.143 (南向島D)
(R=0.684) (4.24日・ {-2.04・ (';"'2.04“ (2.42") (3.20・“}
[西部) n =50 
...................・....・・................._-_..............................._-...._-・・・・・・・・・...........................・・・・・・・・・・ー・・・・・・・・・・・・・・・・......・.・・e・・・........ 
虫tVl.保全得点""71.7 + 0.3438 (1封筒J+ 0.003474 (外周】+6.576【部分林D)
(R=0.562) (2.21") (3.60・.') (3.19""・}
fM m !!.~評点= 70.3 - 0.0912 (住宅地中)+ 4.035 (部分林D)- 8.375 (分級住宅D)+ 16.92 (立在集落D)+ 5.468 (北向きD)
(R=O.649) (-1.75・ {2.00・ (-2.47・ (2.36・ (2.31.')
文化評点=57.5 -2.956 (Jog人口奮J~) + 0.1571 (件前)+ 14.74 (ilt交判:D)-9.647 (分限住宅D)
(R=0.6J7) (-2.92'・') (2，51・・(1.92・ (-2.71・“}
生活勾J.Ii:安定評点=55.2 + 21.22 (マツD)+ 5，491 (ヤブコウジ・スダジイD)+ 3.517 (部分祢D)-2.735 (主要道D)ー 10.48(平坦頂上D)
( R = 0.536) (3.48・") (2.13・ (1.81・ (-3.6B"") (-3.45・・・}
1 1. 1): 品 ~t'~ 内・F <1J( JI吋IJI 11. '.・ヘ・・・/Jそれぞれ ItlUJfto~;，. 5，"; 1 'Ú円且:r~巾t・{r.C!:でん品ことを如"'，




































































口 ~j Pl. I~ltn
，.L 

































































































































































































阻皿 l児 fiX.. il iH j也
EEE jfi: ~Ii 日 Hij j也4!?




















































l l 2 1 l 
1 I住宅地の緑として自を和ませている(住宅地の緑 I73.82 69.71 57.42 61.98 49.78 
2 I紅葉や新緑など季節毎に自然を楽しむことが出来る(紅諜や新緑)I 71.15 67.15 71.42 61.53 48.03 





13.59 13.41 13.59 11.40 9.98 
7.18 10.49 8.53 9.17 7.24 
2 2 2 2 








起伏や傾斜が経くて散策・しやすい (散策の場) 31.15 19.43 20.71 21.55 13.38 
68.63 61.86 61.72 60.11 54.71 
40.38 41.06 44.24 31.97 25.11 
19.16 19.41 32.97 24.76 21.05 
8.70 6.84 16.82 7.39 7.57 ?????
35.11 32.30 33.72 24.40 17.65 
「地域の文化や歴史との関わりの場jとしてどのように役にたっているか(文化)
最多評価ランク 2 2 2 2 2 
ï"'T~i..説!11t.昌弘雇主両手長告示t";ora;
2 l古くからの遺跡がある(古い遺跡) 14.73 18.43 21.71 11.84 11.18 
3 |伝説や言伝えがある(伝説や言f云え) 10.61 13.59 19.39 8.90 12.72 
4 lお祭りや山聞きなどの地域の行事が開かれる(地域の行事) 9.77 14.60 22.20 9.17 9.32 
5 
l帯平林が歌詞に畳場したり拾にかかれて地域のシンボルとなっている
6.56 7.21 11.68 4.36 5.59 
{地域の皐概)
6 |森や林が昔からの地域の雰囲気を残している I 62.37 59.22 54.93 54.67 45.29 
「生活環境の向上」にはどのように役立っているか(環境安定)
最多評価ランク 2 2 2 2 2 




36.41 37.23 29.25 32.06 19.08 
35.80 49.09 55.51 53.43 63.27 






横浜 東部 西部 内居 外房
77.8 75.0 74.7 75.9 67.0 





横浜 東部 西部 内居 外房
71.3 68.5 69.9 68.7 59.9 
1.3602 0.7252 1.0834 5.1739 












横浜 東部 西部 内房 外房
53.9 55.0 57.4 49.0 50.2 
0.4786 1.7009 0.8209 1.5665 








































(1)性別 0.100 男 75.87 80.29 83.30 71.13 77.96 
女 24.13 19.71 16.70 28.87 22.04 
40ft 38.95 26.00 23.04 29.86 22.34 
50ft 30.01 34.40 23.13 34.93 28.34 
サラリーマン 52.98 51.92 47.30 51.49 25.68 
農林業 4.56 3.28 12.17 12.08 17.45 
"'3人 35.65 40.78 38.44 41.32 34.21 
4~5人 59.54 53.65 41.18 43.01 29.71 
















































































































































































































横浜 東部 酉部 内騎 外房
81.3% 82.5% 90.6% 83.7% 92.3% 
0.2565 2.1178 0.4129 2.8179 横浜




横浜 来部 西部 内回 外房
28.9% 30.0% 41.4% 22.7% 36.1% 
0.4056 4.4380" 2.2867 2.3833' 横浜




横浜 東部 西部 内耳 外扇
78.5% 76.9% 73.2% 77.5% 82.6% 
0.5771 2.1959 0.3362 1.7005 横浜




横浜 東部 西部 内lJj 外房
33.6% 41.2% 49.3% 33.0% 70.5% 
1.5478 3.0293 0.0960 7.1205 横浜




横浜 東部 西部 内局 外/;)}
33.6% 41.2% 49.3% 33.0% 70.5% 
1.5478 3.0293 0.0960 7.1205 横浜











西部 | 内房 | 外局






東部 西部 内ID 外房
53.0% 41.7% 22.5% 40.3% 16.0% 







横浜 来部 西部 内i> タト房
9.6% 9.9% 17.1% 10.0% 20.8% 
0.1887 4.5597 0.1757 5.5321 横浜




都出 東部 西部 内局 外野
3.5% 4.4% 17.1% 5.4% 17.1% 
0.6665 4.1392 0.7515 6.0542 横浜





横浜 京都 西部 内I回 外毘
64.7% 65.2% 62.7% 55.1% 52.8% 
0.3196 0.9943 2.4707 4.0170 横浜





住1 )1<1:字 l;l~民怯・地拡ごと申昨伍tJ.. 園"は危積串a.l llo.. -1'1川、・1;1$1¥、 il:110l¥.. 膏'M.l盟がM ことを示す.
2滞致事申主@凪IHi散毒慣な，τい畠ことを示す.
属性 景観 親自然 文化 環境安定
横浜東部西却内房外房横浜東部西部内房外房 樹浜東部西却内野外房 横浜東部西部内房外房
率
性別 男性有三官ヲ芳三76.466.9有J吉訂苛:469.6 s9.4 53.2 53.7計']50.3昂苫百五百3百三百:657玄
女性 80.5 76.8 74.5 72.6 65.8 72.0 71.569.7臼.660.557.2 60.856.7 44.049.1 65.665.159.261.755.6 
司ドヰ 事司事 本 '" '"牟 本司ド 本$ '" 隼字率$本市 司区$ . . 事司ド .'" 
世-oW才代官3τ百官罰百:-962.4釘主古百古口言語百万珂万 48.6布:s宮市古:s62.6百:;55.9括主百:-1
代 OW才代- 77.8 76.8 76.278.768.0 71.9 68.971.8 72.761.2 54.6 57.459.754.351.5 64.3 63.763.068.4 58.7 
事 *調ド司ド "' 
聡業 盟業 74.267.3 72.9 77.4 67.3百苫百三τ百官Z征士百五 70.3克ヲ百古57.8面:i62.7吉百官主59.8
会社貝 77.5 75.5 73.4 77.5 66.1 71.6 66.468.6 69.859.3 52.4 53.255.750.148.6 63.762.060.765.857.2 
+事+
;;族 -3人 需主 76.1青万胃.264.9 72.1 68.6 69.7 72.058.3 55.757.558.754.1 '4主6 64.4 61.9 63.1 67.5 '5主耳
数 6人- 77.5 72.770.375.4 69.1 .74.6 68.668.3 70.361.5 57.350.351.753.4 54.3 67.5 61.959.765.261.7 
65才以上の家族
いる 7aT75.375.0売主65.9官立百:S69.4吉間60.2吉主吉5芳野3石:O50.6 64.1官:661.0百:r56.8 
いない 76.4 75.174.5 75.768.2 70，4 70.1 72.5 70.859.6 55.5 56.7 59.2 54.5 51.5 64.5 63.4 63.9 66.759.6 
+ • + + 
在住 ~却年ヲτE古:言74.374.1ヲ在O 69.867.768.865.4 615 51.953.453.9 '4主す46.9百]}62.0 58.7 62.互主E主
年数却年- 74.1 72.0 76.6 76.3 66.8 69.066.1 73.271.4 60.9 53.057.4 60.4 53.7 53.1 63.362.1 64.3 64.658.4 
+ 事
生まれ都市 79.274.5官主77.667.273.4 67.9 70.古70.659苫 57.255.25官651.95在'766.4百万百ヲ665吉主3
た所 良村 76.876.376.975.768.4 69.6 69.3 69.9 66.8 63.9 51.1 56.352.946.448.1 62.9 63559.1 63.4 61.2 骨
育地の森の状況 + '" 牟 * 牟 +、
森なし 74.4 75.0:;訂 73.3官官166.366.8百五65.853.147.752.953.743.河野 60558.258.763.351.'6 
山あり 79.473.073.177.1 66.3 74.167.4 69.1 72.7 60.6 55.853.855.952.951.8 66.460.859.264.656.9 
住居一戸建売五官3古:;76.6τf話冗立居苫官A7在言60.6吉主255.158:4罰:550.8 64.i 63.0吉百宮古58.1













































腕性 景抱 親自然 文化 環続安定
横浜東部西部内居外関横浜東印西部内国外耳倒浜東部西郎内田外田横浜東部西部内国外耳
略号 YEWUS YEWUS YEWUS YE WUS 
性別 男性 S S S S YEWU WUS S YS YS YEWU US W W S U S YU 
女性 WUS S S Y YEW S S S YEW U US U YEW E WS S YU WU YEU 
世代 -40才代 EWS Y YS YW US S S Y YEW US US US YEW YEW US S Y Y 
.w才代 WUS S S Y YEW S S S S YEWU W WS YS YEW E S S S S YEWU 
職業 民業
会社貝
E WS E WS 





YEWU YEWU S w S S S S YEWU 
s Y EWS Y Y Y 






Y S S S YEW 
s S YWU S W ES S YWU W 
s w 
US US EW EW 
Y 
U W 
生まれた都iIi sss U E W 
所 農村 s S S S YEWU S S S S YEWU S S YW S U U EWS YU 
育地の山あり EWS YS YS S YEWU ES S S YWU WS Y Y 
状回
住居一戸建て S S S S YEWU S S S S YEWU W YUS W W S S S YEU 
状況アパート S Y 
54 
義主同綴錦繍主因子法)唱 した@
FACTOR1 FACTOR2 FACTOR3 FACTOR4 
(住宅地の緑) 0.43270 0.00444 -0.51910 -0.10905 
(紅葉や新i緑) 0.18046 0.21402 明0.24288 0.57588 
(起伏や傾斜) 0.58285 0.28571 0.04790 0.09786 
(建物と調和) 0.22299 0.02057 -0.10089 0.25178 
(建物の隠蔽) ・0.09594 -0.02602 0.00340 0.13731 
4・・4・a旨司圃---唱・ー・四・ョー・曲・・唱E・・・唱陣司--唱._--...園司・句『・句司_.開-・・ー・・ー・・4・4・4・E・4・園圃F誼.-園・E司喧・E・E司司E冒圃園E・圃唱司胆E冒喧
(繁った森林) 0.62426 -0.03598 -0.22867 0.17083 
(昆虫や野鳥) 0.13760 0.10903 明0.04762 0.55199 
。直物が豊富) 0.08811 0.05277 O.判440 0.71273 
(水と親しみ) 0.45789 0.25821 0.32804 0.14758 
(子供の遊び) 0.44436 0.33452 -0.19265 0.01075 
(散策の場 ) 0.67909 0.13895 -0.25794 0.00036 
一ー一一一............甲曹司胃}一日目白山曲目ー一一一一一一一一一一一一一一一一一一・岨ーーーーーー
{歴史的建物) 0.19977 0.68901 0.03316 0.01908 
{古い遣掛 ) 0.41507 0.46932 0.38350 0.10586 
(伝説や言伝) 0.07341 0.40546 0.32485 0.40061 
{地域の行事)・0.19640 0.68086 0.11986 0.28055 
(地域の象徴) 0.11327 0.29474 0.08693 0.33095 
(昔の雰囲気) 0.60149 -0.23752 0.02763 0.14199 
司-司・司開'司-司.-司開.....司.曙司._-咽冊哩._-咽.-司・『・ー・・・-咽・・4・._.喧.・h圃ー・4岨"圃白骨・ー-唱圃・E唱・・・・・句固・・._----_.暗闇._-.-旬由
{騒音低減 0.05516 -0.12127 -0.26497 0.02171 
(防風 ) 0.02854 0.10500 0.58406 0.04499 
(避難場所) 0.21845 0.13107 -0.55256 0.14077 
く外房地域〉
FACTOR1 FACTOR2 FACTOR3 FACTOR4 
(住宅地の椋)・0.07531 0.35087 0.64635 0ー.36982
(紅葉や新緑) 0.14243 0.48884 明0.01030 0.21011 
(起伏や傾斜) 0.68919 0.20298 -0.04120 0.26453 
(建物と調和) 0.21138 0.15275 0.57367 0.10224 
(建物の隠磁) 0.09273 -0.15508 0.59955 0.00744 
---咽・司・咽._-咽E・・ー・・・ー・咽E・ー.......~曙司・甲骨司・._---唱園・・・・・・・・・ー・・・・・・・ー_. ー・唱陣・・唱._-_.・・・圃・0・・・-_.司・....-曙・-咽F句曙-咽冊・胴.--
(繁った森林) 0.73583 0.26298 0.29410 -0.10123 
(見虫や野鳥) 0.65562 0.02565 0.04669 -0.01502 
(植物が豊富) 0.45935 0.127日 -0.13406 0.27641 
(ホと親しみ)・0.00870 -0.03969 0.08054 0.83342 
(子供の遊び) 0.06542 0.47814 0.21775 0.17700 
(散策の場) 0.08535 0.49459 0.05991 -0.10309 
...司甲咽._-司. 喧・・・咽・唱・. 唱・・咽・唱-----_.閉・町周・・・・・・・岡町唱園田・固噂圃._-司胆4・，-_.司・・・・ー・・咽・・唱・._---唱圃唱臨・・・・園司・.
(歴史的建物) -0.03675 0.57302 0.14802 0.05149 
(古い遺跡 ) 0.52555 0.08120 -0.29703 0.05185 
(伝説や言倍) 0.05730 0.38692 -0.14208 0.53585 
(地域の行事) 0.04696 0.79871 -0.15407 -0.02797 
(地域の梨樫) 0.09391 0.48029 -0.00934 0.10820 
(昔の雰囲気) 0.74904 0.04401 0.19672 -0.10112 
冒園唱・曲圃晶画・唱.・・・-_.曙 4・盟国b・・・咽..圃・-唱・畢'唱・哩'ー，唱・・・ー・・ー唱・・唱.-唱・p・4・・・・・・・圃咽圃・・・・・園司圃ヨ・，司-咽・聞'咽曙"句"・・骨咽・・・-包薗唱・F司・E・園
(騒音低減 -0.09751 0.17979 0.53220 -0.02147 
(防風 0.46272 0ー.32477 0.28013 -0.17547 
















































要因 景観 親自然 文化環境安定
外房 46.34*帥 45.74*** 10.85** 19.00*** 
性別 0.10 0.38 0.59 0.09 
外房 29.57材* 38.98*** 13.83料* 20.16料市
世代 23.35*** 32.43料* 40.18*** 28.62*** 
外房 41.61紳* 41.68*** 5.63* 13.62紳*























外房 34.63*料 31.72*** 7.01料 6.58* 
都市生まれか 0.10 0.00 4.54* 0.10 
外房 57.00*** 71.01 *** 12.21 *** 23.27材申
育地の森状況 2.27 6.20*** 6.36*** 5.18榊
外房 24.17*** 20.83帥* 6.79料 14.29判事
























































































調査地番号1-- I 調査日 | 
所在 記入者
FM |宇竺?? ?? 
土地利用













































































































!金沢区圭利在北 90.悶落葉広葉樹 鐙倉市今泉台5丁目 83.33 落葉広葉樹 其掴町県立自然公園 86.96 常緑広葉樹
:金沢区富岡東2丁目 85.71 落葉広葉樹 鎌倉市今泉台7TEi 肌 56 寵究株 厚木市保愛名 目.95 程吏林
:緑区聴志田町 85.56 蕗葉広葉樹 鎌倉市梶原2丁目 印 .56 針葉樹 秦野市〈ず葉台 79.31 混交林
中間地点 j緑区十日市場町 68.33 落葉広葉醤 茅ヶ崎市寵訪寄{中菩堤 64.91 落葉広葉樹 伊磐原市産諜能率大 54.91 針葉樹
j金沢区長長 69.23 落葉広葉樹 事夕鶴市東海岸5丁目 65.71 針葉樹 平塚市中宮沢 &6.67 寵葉広葉樹
最低地点 :港北区東山田町南 48.15 竹林 横須賀市佐野 40.74 混究林 伊野原市沼135T目 4.9.02 落葉広葉樹
:戸塚区上矢部町 50.00 混交林 揖額賀市長井 41.18 落葉広華樹 平塚市弁天通り 51. 39 落葉広葉樹
ーーーー・・・・‘・-r--ー




写真掻影のみの地点 =横浜・1崎 ー 東部 百部
最高地点 ;金沢区東朝比奈2丁目 92.06 針葉嵩 撞項賀市芦名 目.24 常緑広葉樹 大井町担岸金子 85.71 落葉広葉嵩
揖須賀市J、イランド 87.88 落葉広葉樹
中間地点 :栄区田容町 75.93 混交林 三諸市昆沙門 72.73 落葉広葉樹 厚木市赤羽程 12.92 落葉広葉樹
!緑区元石川町南 77.27 落葉広葉嵩 三浦市当ヶ作長作 74..36 落葉広葉樹 小田原市上曽我公民館 73.58 針葉樹
最抵地点 !港北区篠原西町 51. 85 落葉広葉樹 綾潟市本揮 55.17 針葉樹 南足荷市下怒田 59.52 常緑広葉樹










































図4-2 現地調査結果のまとめ(その 1) 
親自然 i文化 !環境安定
H H H 
周辺の土地利|田，畑 L L H L 
公園，学校，空き司 H i H i H i H 
その他 | L l L ! L ! 
なし~粗 | L i L i H J 
人家の状態r------------l




















H H H 
L H 
林の形状
連担林 H H 
単独林 L L 
地域指定
:型空空豆一一ーーJ↓一一一….一一…ユ.一一'一.
猟銃禁止区域 L L 
その他 | 
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図4・3 現地調査結果(その 2) 
項目 カテfリー 景観 親自然 ! 文化 !環境安定
5%未満 t t S 8• 
照度比
5%以上 -s ' Z E t -a ' E I ' 
15m未満 L L t t t s'
樹高
15m以上 H ' ' ' t t H a ' ' t
lOcm....20cm 
t t e
直径 20cm....30cm a 
t 
30cm . 
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暗い L L 
ト トー一一一一一一一・ト一一一一一一一÷一一一一中 L H 
明るい | i H i H T 
混雑感
見通し
粗 L L H 
議議一一一---r一一一正一ー ?ー"一一一一一?"一ー司司I-7
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a j'b j;ノTラメー ター ，
s ;誘致圏範圏
また、誘致圏はRkjが1%以下になるアクセス距離の範囲と定義し、く1>式から求めるo基














































回収状況 回収 4，683票(うち有効 3，433票有効回収率27.5%)



















































レ9トション地域 芦ノ湖 大山 西丹沢 東丹沢 相模湖 津久井湖 三浦半島
[拠点] [元箱根] [大山頂上] {丹沢i胡] 件L掛] [相模湖] [三井大橋] [城ケ島]
温泉浴 ハイキン9' ハイキンク@ ハイキ'/1' ド?イ7. ドヲイ7' 散策
ドライ7" 散策 紅葉狩り ドライγ 散策 散策 ドライ7"
目的 紅葉狩り 史跡名勝探 ドライ7" 森林浴 ハイキンr 紅諜狩・鈎 ハイキンr
(上位4つ) 訪 り
史民事名勝探 森林裕 山菜狩り 散策 森林浴 ハイキンl' 史跡名勝探
訪 訪
年齢 音1'(%1315 (100.0) 496 (100.0) 248 (100.0) 153 (100.0) 165 (100.0) 102 (100.0) 627 (100.0) 
N.A. 78 (5.79) 78 (5.79) 15 (6.05) 6 (3.92) 9 (5.45) 6 (5.79) 30 (4.78) 
-20 36 (2.74) 7 ( 1.41) 15 (6.05) 4 (2.61) 9 (5.45) 0(0.00) 16 (2.55) 
20-30 195(14.83) 65 (13.10) 42 (16.94) 36 (23.53) 31 (18.79) 14 (14.73) 78 (12.44) 
30-40 303 (23.04) 143 (28.83) 72 (29.03) 54 (35.29) 47 (28.48) 36 (35.29) 173 (27.59) 
40-50 347 (26.39) 112 (22.58) 4608.55) 33 (21.57) 37 (22.42) 23 (22.55) 153 (24.40) 
50-60 252 (19.16) 99 (19.96) 38 (15.32) 13 (8.50) 19 (11.52) 16 (15.69) 116 (18.50) 
60- 104 ( 7.91) 2 ( 8.47) 28 (11.29) 7 (4.58) 13 (7.88) 7 (6.86) 61 (9.73) 







































































































拠点名 芦ノ湖 大山 西丹沢 東丹沢 相模湖 津久井湖 三浦半島 全体
サン70ル郵 16 13 15 13 13 8 14 57 
相関係車 骨0.9029 -0.9394 0ー.9681 0ー.4802 -0.7927 -0.6464 -0.9718 -0.9387 
決定係車 0.8152 0.8824 0.9373 0.2306 0.6284 0.4179 0.9判4 0.8756 
a 5.474 6.748 9.022 4.141 7.803 3.938 13.30 6.700 
( t値) -7.86*材 同9.09柿* -13.9帥ホ -1.82+ -4.31** -2.08+ -14.3*市 幽12.6ホホホ
芦ノ湖 1.656 rミー
{ t倍) 13.86*** 
F値 61.74*紳 82.54料水 194.2材* 3.30+ 18.6岬 4.31+ 203.8*** 190.0材*
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ダム糊 読谷・山岳 ダム湖 ダム湖
海のレクレー
きとめ湖 の中心 ション
小田原j享東名・小 東名大井 東名・小 中央選相模 東名 .IJ、回 柿誤・櫛
木道路箱 田原厚木 松田ICよ 岡原厚木 湖東ICより 原原木道路 須賀道路
自動車専用道 根ICより 道路厚木 り20krn 道路厚木 すぐ 厚木lCより 衣笠町よ
路・インP寸ェンγ 3km ICより ICより 28 km，中央 りlOkm
lOkm 20km 道相模束IC
より8km
制箱根畳山 小田急融 JR抑殿場 JR中央本棋JR中央本 京浜急行
他の交通手段 国道246 組/国道 国道16・20 組/国道 国道16，
鉄道
号 246号 号 16・20号 134号
キtn"場/ナーアル 村ン7'場/キャン7'場 キTン7'場 東海自然
森林や景観 ロー7'ウェイ/ふれあい 周遊道路/ ふるさとの 歩道
を楽しむ 周遊道路 の森 神奈川県 森/東海自
民の森 然歩道
拠 温呆(元箱 j昆呆(飯; 温泉(中
温呆{陣場、






徴 スポーツ 場、美女 鈎り場 t' 7ニ17，}'I 海水浴ダム広場 t'7ニγクヲント'
や 谷等) 場、釣り
施 美術錯、臨 丹沢森林 自然博
吾RF又L 教育 刻の森、自 自 物園
供糾学館
関所跡、 阿夫利中1 丹沢湖 ヤピツ峠 相模湖 津久井湖 明治岡田
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={市(細川端H淵)(淵)門会'(~l)t. " . . ". . (1)
このとき、 Yは標準の森林状態を lとして、これに比べて何倍程度重要かという点から
の総合評価評価値、 α、F、y、Sはパラメーターである。次項で定義を述べるが、


































=maxrl.!a叫.r!p叫.(_~ kv(k~i\ ・ (5)





















































10 (0.4 %) 形成する地区
9 
エゾマツートドマツ群集、プナ群集等、自然植生のうち多層








6 常緑針葉樹、落葉針諜樹、常緑広葉樹等の植林地 308(13.9 %) 
5 ササ群落、ススキ群落等の背丈の高い草原 100 (4.5 %) 
4 シパ群落等の背丈の低い草原 49 (2.3 %) 
3 果樹園、薬園、茶畑、商困等の樹困地 62 (2.8 %) 
2 畑地、水田等の耕作地、緑の多い住宅地 474(21.3 %) 
市荷地、造成地等の植生の殆ど残存しない地区 620(28.0 %) 
(環境庁第2回自然環境保全基礎調査による)
た。 r植生自然度Jは表ιlに示す。 r特定生物相」のうち、 「動物J については表6~2、
「植物jは蔚・3の「特定植物群落調査」のAからHのうち植生自然皮と重複しないB、c、
D、Hの4つについて対象とした。 r昆虫Jは表6・4に示した。 r土壌の回復困難度」は、


























































ムカシトンボ 指揮 7 ギフチョウ
2 ムカシヤンマ 指標 9 オオムラサキ
5 タガメ 指標 10 ゲンジポタル
6 ハルゼミ 指掠 36 オオミドリシジミミ
11 クツワムシ D'G 37 キマダラJレリツパメ
12 アオマツムシ B'G 38 シルピアシジミ
13 クチキコオロギ C 39 キリシマミドリシジミ
14 トゲナナフシ D'G 40 スミナガシ
15 オオゴキプリ B 41 アサギマダラ
16 ヒナカマキリ B 42 ペニモンマダラ
17 オニヤンマ D'G 43 シンジュサン
18 オツネントンボ D'G 44 ウスタピガ
19 タカネトンボ D'G 45 エゾヨツメ
20 チョウトンボ D'G 46 コシロシタ I~
21 ウチワヤンマ D'G 47 sシロヘリハンチョウ
22 コシアキトンボ D'G 48 ゲンゴロウ
23 ウシカメムシ B 49 ガムシ
24 アカスジキンカメムシ G 50 ヒラタクワガタ
25 tコオイムシ G 51 ミヤマクワガタ
26 クマゼミ C 52 iオオセンチコガネ
27 ヒメハルゼミ C 53 iヒゲコガネ
28 オオアメンポ D 54 iシロスジネコガネ
29 ヒメカマキリモドキ B 55 !アヤムナピロタマムシ
30 iオオツノトンボ G 56 iヒメポタル
31 iアオパセセリ G 57 !ペーツヒラタカミキリ
32 iモンキアグハ c 58 !ホシペニカミキリ
33 iオナガアグハ G 59 iオオJレリハムシ
34 iミヤマカラスアゲハ G 60 !ォオスズメパチ
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メータ-a.. s、y、8を併せたもの) 0 これらはそれぞれ「植生自然度jの場合は自然






























(iJ!: ~~U Il!.な n
図6・6 算出結果 (厚木市北部)
最高値と最低値の聞を 5ランクに分けた。この範囲ではランク l、2はない。











































































4 6 8 10 12 14 




































































































2)Usher，M.B.ed. "Wildlife Conservation Evaluation"， Chapman & HaU Ltd. p43， 1986 
3)Soule，M.ed."Viable Populations for Conservation"， Cambridge University Press， 1987 
4)Goldsmith， F.B. "Selection Procedures for Forest Nature Reserves in Nova Scotia"， Biological 
Conservation. No.41， pp 185-20 1， 1987 
5)Boecklen， W. "Optimal Design of Nature Reserves: Consequences of Genetic Drift" Biological 
Conservation， No.38， pp323岨338，1986 
103 
6)RapopoロIE.， Borioli，G.， Monjeau，J.，Puntieri. 1.，Oviedo， R."The Design of Nature Reserves: A 
Simulation Trial for Assessing Specific Conservation Value" Biological Conservation， No.37， 
pp269・290，1986
7)Schonenwald-Cox.C.，Bayless.J.W. "The Boundary Model:A Geographical Analysis of Design 
釦 dConservation of Nature Reserves" Biological Conservation， No.38， pp305・322，1986 
8)Miller， R.I，Bratton， S.P. White P.S. "A Regional Strategy for Reserve Design and Placement 
Based on an Analysis of Rare and Endagered Species' Distribution Pattems"， Biological Conserva-
tion， No.39， pp255-268， 1987S 
9)Usher， M. B. "Wildlife Conservation Evaluation: Attributes， Criteria and Values"， Usher， M. B. 
ed.， ibid， 1986 
10)Jefferson. R.C.， Usher， M.B. "Ecological Succession and the Evaluation ofNonclimax Commu-
nities"， Usher. M. B .ed.， ibid， 1986 
l1)van der Ploeg， Floris， S.W. IIWildlife Conservation Evaluation in the Nether-lands: A Contro-
versial Issue in a Small CountryヘUsher，M.B .ed.， ibid， 1986 
12)M訂gulesC.R. "Conservation Evaluation in Practice"， Usher， M.B .ed. ibid， 1986 
13)Linstone， H.，Turoff， M. "The Delphi Method， Techniques and ApplicationsヘAddison-Wesley 
Publishing Company， 1975 


































































































































































林家数 (A:戸) 548 1420 1208 887 774 35，794 
内農家林家 間 L....?~...j 附 j m j561 j 671 |附10
但/A;%)I (12.8) (45.4) (16.0) i (63勾 (86.7)I (41.4) 
'-"1.0ha (C:戸)I 47 452 135 398 408 9，989 
1........-...1............~.-..-.--.....}..--...-..-.f-...-.........-~ .ー.一一一一
(C/B;%) I (67.1): (70.1): (69.9) 1 (70.9): (60.8) I (67.4) 
内非農家林家但:戸)1 478-! 775 1，015 326 103 20，984 
P/A;%) 1 (87.2) (54.6)! (84.0) 1 (36.8)! (13.3) 1 (58.6) 
.-.l.Oha (E:戸)1 419 698 889 253 76 1-18，288 







































































雨足柄市 厚木市 鎌倉市 描訴市 言十
保安林指定1) 3 7 。 。 10 
森林公園靖;2) 1 1 2 5 
市民の森等3) 。 。 3 4 
その他?去f哲'4) 。 5 4 。 9 
















































































o 2 4 6 8 10 12 14 16 18 
(針諜樹) 回答故















1-4回(f年) 5-13 (j年) 下草刈 :保育作業(注1) . . 
農業従事者なし フ 5 2 。ー 2 .ー E 
女子専/男子兼 。 4 5 2 



















































































































































o 2 4 6 8 10 12 14 0 2 4 6 8 10 12 14 











































15 農地なし 他資産売却 図 林




5 **，~""rv "，， 3 路地市街化 2 ~守 て 辻主『申市1:ヒにあ~J'Jりb区j命 b 区域にあり 旨ー括運用 Irつ 、/、 V~ I)J 1寓J
a)林地と農地 化区域内にあって
19 10 宅地/雑種地な 5 どちらも売却しゃ
林地カf zt区域、16 し 、f3その他 すいか、または共
に市街化調整区域
にあってどちらも
7 #才手伝Jレ区 6 Y 4司"他資産売却 売却しにくい場合


































































































不可 ことカ守是供されやすい理由として考え。 2 4 6 8 10 られるo
b) 0-100万円 農業従事者の状況の関連を見ると








































































市街化区 2 農地なし- J既に提供
域にあり¥ J ..'<. ¥ ¥ 1 
¥ h ¥試条件次第











































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































自治体.j竺置時竺j契片戸.塑限 空約面積l件 . 内容 . 男主げ有罪 -一節里





綿糊馬区 ;昭和印年!僅聞用貸借 5年 6.4同W州Iハ19 困定資産税/部市計面現免除 有り 市缶化匡滋
八千代市!昭和昨:位用貸{借昔 1叩0年 1附
茅ヶ崎市 j昭和53年j賃貸借 10年 2.2ha/1 4.12円1m2 市街化調聖区域
開昌匝市i昭和54年!賃貸借 20年.5年 2.3ha/l 山林25・35，畑109円Ir同 市街b調整区域
固定資産税/都市計画税免除
市原市;昭和54年 l使用貰惜 10年 3.0ha/1 
+奨励金 (7円1m2)
前山市 j昭和55年!賃貸借 5年+1年毎 1州 84円1m2 市缶地周辺
所訳市 i昭和5年!使用貸借 5年 4.3ha/1 30円1m2
座間市 i昭和57年i住用貸惜 5年 1.2ha/2 固定資産税免除
+翼励金(50円1m2) 
大和市!昭和58年j賃貸借 7年 4.9ha/2 12日円削 有リ 市密化調聖匡域













































根拠怯令|縁の環境をつくり育 | 同左 | 同左 | 都市公闘怯
錦 lてる粂剖 | 緑地保全特別対i l l 同左 l横浜市公園条例l …要担……一一-ij理薬害強要拡…l..._...~~~~.___.___J
設置場所| 市街化区域内 | 市内全域 | 市街化区域 |都市計画区域
詩種類| 賃貸借製約 | 土地使用契約 | 緑地保存契 |賃貸借契約または
約 l土地使用契約
i 期間 10年間 10年間 10年間 | 概ね10年以
均賃料| 前年の固定資産税 |回定資産税/都市計画|囲定資産糊附| 私の減免
i等 | 評価額の3/100 税減免+樹木等損悔料J計画税相当相 . 
峰励金単価 2，748千円/ha 297千円/ha 1，557千円/ha







施設整備____...... . "，，"r-...or.rr1n 





管理団体 11.樹林の保育/管理 い.市民の森内の施設! なし 11日常的な軽易な











ー・-_........-.............・・・・・・・・・・・a ・・・・"・._00- ----1・嶋...-....~..・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 4凶..---_......網開閉・・・・・・4 ・・・・・・・・・・園・・・・・・・・・・ー・・
.1<用地費)緑地保全地区 I(用地費)なし(整備
国費/県北 i | l l l の指定1β補助(整備~~)I 世)公圏整備費1/2布liの導入 I ~ ~L~.'... ，m .，..J'"..，..'" ."，  f~L 助
備考 I 2箇所指定予定(調 |英樹264ha指定 |実績298.3ha 四季の森等数カ所
査時整備中)











































































































市民の諸 昭和61年度 昭和62年度 昭和63年度(B) 平成元年度(A)市民の森
契約面羽
面積。l) ha1ji 
(hn) 委醐 haJ附 受託科 M単価 受託料 M単価 受託料
価 前年度比(B/A)
{千円} {千円} {千円} (千円} 【千円} {千円} t円) (千円}
額島 5.5 4.5 1，322 242 1，393 253 1，393 253 1，440，970 262 l.03 1.04 
上郷 5.0 2.8 1，268 258 1，292 264 1.292 258 1，336，940 267 1.03 1.03 
下永谷 6.5 6.0 1，479 227 1，532 236 1，532 236 1，584，140 244 1.03 1.03 
三保 32.0 32.0 3，687 115 3，907 123 3.907 122 4，038，630 12l: 1.03 1.03 
益利香 14.5 13.2 2，503 165 2.531 167 2.464 170 1，932，280 133 0.78 0.78 
主島 11.6 11.6 1，822 157 1，880 162 1，896 163 1.959.060 169 1.03 1.041 
獅子ケ替 14.9 11.5 3，059 20f 3，147 213 3官147 211 3，266，130 219 1.04 1.04 
瀬谷 11.9 1.9 2，812 23f 2，898 244 2，898 244 3，017，9∞ 254 1.04 1.04 
氷取沢 42.3 22.1 4，645 182 4，880 221 4，880 107 5，042.880 119 1.03 1.11 
小机域社 4.5 4.5 1，306 272 1，407 313 1，407 313 1.454，360 323 1.03 1.03 
調上 41.6 25.5 4，260 124 4，436 13C 4，474 108 4，764.780 1I5 1.06 1.06 
称名寺 9.8 3.5 1，234 125 1，277 13C 1，514 154 1，668，6∞ 170 1.l0 1.10 
金択 78.3 78.3 8.305 10C 2，781 60 2，830 61 2，973，610 7C 1.05 1.05 
熊野村社 4.4 4.4 1，872 425 1，872 425 1，872 425 1，934，340 439 1.03 1.03 
豊顕寺 2.3 2.3 1，214 527 1，214 527 1，214 527 1，256.6∞ 54e 1.04 1.04 
まさかりが淵 6.2 6.2 1，判4 232 1，553 250 1，553 250 1，604，740 25~ 1.03 1.03 
ウイットリヒの森 3.1 0.3 ¥， ¥ 485 269 968 312 1，069.140 345 1.10 1.11 





































































































































































































































































































誌面積 契約面積 設置年 掛1年都市計画法 周辺の公示(鵡{千円1m司 予想寵額{千円向) 予想免除硯額
名前 生前 (地控者駒 E分 市商ft!底 調整区域 市街北区域調整区域 ~割 地権者当。b 
餌島 車区富島町 5.5 4.5 S46(的S56(的 (市)10割 405 - ð~I ，WJ 38~950 76，5卯
上蹄 来区上田町 5.0 2.8 S46(6) S5成。 怖い醐 279 .【 jK6，OO 1，640，8∞ 328，160 
下'j}:各 港南区下永番町 6.5 6.0 凶作)S56{可 (市)m割 293 - 印刷 3刷，脚 527，143 
ニ保 轄区三課町 32.0 32.0 S46( 17) S56{I6) 大部分開) (43司 532 抑止脚) S，叩 百6，0∞
針路 金目区韮利引I 14.5 13.2 S47( 1司S8(7) (調)10割 目. (11)32.3 9品7 123，64 17，63 
器 確子区畢町 1.6 1.6 S48{1司S58(1耳 {調)10'割 - (山)32.3 日，367 108，657 7，24 
調子が替 輪島区虫干が谷町 14.9 1.5 S49(3的S59(42)(需)10割 {36} 265 39，750 45，05 ¥0:835 I 
繭替 嵩各区間笹町 1.9 11.9 S50(24) S&Jsめ (調)9割 342 180 718，加訂，脚 374，636 14，409 
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面積に占める市買収林地の割合 ・契約面鞘
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また、契約の内容も重要であるo まず、買収でも賃貸借でもなく使用貸借という貸した
側の権利の方が強い形態であり、また用途の変更や恒久的な営造物は設置されないため契
約が更新されなかった場合でも復元が容易であることo管理主体を地権者にしているので
市側の既得権化を防止でき、さらにその管理費用も管理委託の形で市側から日当を含めて
支払われること、などであるo
(2)行政当局
緑政局にとっては、 4、000万円程度の予算で300ha近くの締也とその管理労力を少なくと
も10年間維持・確保できる施策の効呆は大きい。
(3)一般住民
一般住民にとっては手入れされた森を住居の近傍で愉しめるメリットは大きい。また、
市民の森を会場にした様々なイベントも行われるため、レクリエーションの場としては最
適であるo
5、まとめ
以上をまとめると、林地の提供側である地権者、提供してもらう側の緑政局の聞の利
得・障害をうまく折り合いをつけた制度であることがわかるo そして、それを可能にした
のが、公園課など緑地整備だけを目的とした部局ではなく、地権者である農家と常日頃か
ら接触し信頼関係を築いている農産係の存在であった。また、担当者の在任の長いことも
特徴的で、あった。
他の自治体の類似制度を見ると、ほとんどは公園整備の担当だったり、自然保護や環境
保全の部局が担当であることがほとんどでおるo こういった部局では普段地権者と接する
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機会はほとんどないであろう o 地権者にとってみれば、先祖代々の資産であったり、自分
の将来を保証する資産である林地の提供を要請されるのであるから、面識のない人聞に委
ねるのは心理的に難しい。
この市民の森の制度は、ここでは緑地保全の側面からの視点で他のものと大きく違った
要素があることが指摘できた。農産係の視点に移れば、混イ主化地域の新旧住民のコミュニ
ケーション、都市域・都市近郊地域の農家の資産管理などの視点からも評価できるのでは
ないかと考えられる。
く注〉
注1)使用貸借とは、民法593条に定める「当事者の一方が無償にて使用及び収益を為した
る後返還を為すことを約して相手方より或る物を受け取ることによりてその効力を生じ
る」もので、借主は借用物の通常の必要経費を負担すればよく (595条)、契約期間は自
由に定められるが、定めていない場合は貸し主はいつでも返還請求ができる (597条3
項) 0 これに対し、賃貸借契約は「当時者の一方が相手方に或物の使用及び収益を為さし
むことを約し相手方がこれにその賃金を払うことを約するによりてその効力を生じるJも
ので (601条)必要経費は賃借入が賃貸人に返還請求をすることができ、賃貸人に取って
は経営的色彩が強いので解除に当たっては種々の制限がある九
注2)石田均によれば、 「都市近郊農民の側に、宅地並み課税は免れたいが、土地をいつで
も宅地化できるフリーハンドも維持したいという考えがあるからであるo (p181)J、 「第
四節神奈川県に於ける農家の住宅経営、 1農家の不動産経営による自営兼業、
地域的にみれば、横浜・ 1崎地区では実に54.6%と過半数の農家が不動産経営を行ってお
り、 ・・・、 (P21O)Jなど農家の資産管理の実体が指摘されている。
く参考文献〉
1)野口悠紀雄「土地の経済学」日本経済新聞社，1989，PP131
2)石田頼房「都市農業と土地利用計画」日本経済評論社(都市叢書)1990 
3)国土庁土地局地価調査課監修(財)土地情報センター編集「地価マップ都市計画用途地
域図神奈川県平成元年J1990 (株)ゼンリン
4)野口悠紀雄「土地の経済学」日本経済新聞社，1989，PP130
5)野口悠紀雄「土地の経済学J日本経済新聞社，1989，PP135
6)神奈川県都市部都市政策課「身近な緑を守り、育てる制度あらかるとJ，1985 
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終章要約と結論
本章は終章としてこれまで各章においてまとめた結論を要約し、本論を通しての結論を
述べるo
望ましい都市近郊林地保全のためには、ただ経済的な補償制度を制定するだけでは実効
性はない。それぞれの林地の位置する地域の、社会条件や経済条件に即した制度を制定し
なければならないのは当然である。そのためには、現実に林地所有者がどのような状態に
あるのかを知らなければならないし、住民がどんな林地を必要としているのかも知らなけ
ればならない。本論は、これを都市近郊林の評価の問題とその評価を基にした管理施策の
問題としてとらえ、前半では都市近郊林の評価を、後半ではその管理の方向について論じ
たものであるo
都市近郊林を含む緑地の保全に関する施策は、戦前から制定されてきた。戦後において
も、 1960年代以降様々な立場から、首都圏近郊緑地整備法を始めとする様々な法律や条例
が制定されてきたo各地方自治体独自で制度を設ける例も多く、横浜市「市民の森」に代
表される実績のある諸制度が運用されている。それにも関わらず、都市近郊林は様々な問
題を抱えている。ある地域では非常に実積を挙げている制度が、別の地域では全く実績を
挙げていないなどの場合がしばしば見られるo それらは、行政側と林地所有者や住民の聞
の信頼関係に起因するものも多いし、地域によって杜会条件や経済条件が違うことを考慮
していないことに起因するものも多い。また、表面上は実績をあげていても、所有者や住
民それぞれに様々な不満が生じている場合もある。
社会的な条件、経済的な環境は常に変動していくものであり、地域差も大きい。林地保
全施策のような、直接的には金銭的便益をもたらすわけでもないものは、常に周囲の条件
に左右されるから、なおさら現実の問題として林地所有者がどのような状況にあるのか、
どんな林地が周辺の住民に必要とされているのかをはっきりさせなくてはならないのであ
る。
本論文は、都市近郊林を取り上げ、これをめぐる 3つの立場を設定し、この3つの立場
それぞれからの都市近郊林を位置づけ、実証的な分析、評価及び考察を行ったものであ
る。その3つの立場とは、 「住民Jr所有者Jr行政」であり、それぞれ住民意識調査、
所有者面接調査、施策シナリオ分析を行ってそれぞれの立場を明確にしたo
第l章では、本論における都市近郊林の範囲を定義した。さらに都市近郊林の環境保全
機能を体系化し、その歴史的な位置づけ、従来の施策、また評価方法について述べた。そ
の中で、環境保全機能が一つの機能として位置づけられたのは比較的新しく昭和60年以
降であること、それ以前にも緑地保全の施策や保安林としてその機能維持に関する法律が
制定されていたこと、などが明らかにされたo しかし、都市近郊林の保全にかかる施策を
所管する林野行政、国土利用行政、環境行政のそれぞれにおける都市近郊林を含む森林保
全施策の軌跡を追うことにより、都市近郊林はそれぞれの施策の狭間にあり、非常に暖昧
な存在であることがを明らかにした。つまり、都市近郊林は、林業生産の対象としても、
都市公園としても中途半端な位置にあり、農村地域で農地・農業のわき役としても常に予
備地的な役割であったのである。したがって、どの行政施策においても、保全と管理の諸
点についての一貫した方法が確立していないことが明らかにされた。
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また、既存の林地保全研究等の概観により、環境保全機能を発揮する都市近郊林は、経
済学的な意味で公共財として位置づけられることも示した。しかし、従来の木材生産機能
と公益的な機能との均衡で最適点を捉えることは、現状の社会条件、経済条件から困難で
あることも示した。さらに本論文における都市近郊林の環境保全的な機能の体系化、評価
方法及び、管理についての考察の背景となる諸点について述べた。これらは、一般に言われ
る都市近郊林の環境保全機能である、物理的な防音機能や大気汚染物質の吸着機能、気温
の安定等とは異なった、住民の利用からみた機能分類であり、評価である。
第2章から第6章では、住民及び専門家の立場からみた都市近郊林の評価を取り扱っ
たo第2章では、身近な緑の代表的な役割である生活環境保全機能を住民意識調査によっ
て「生活環境保全機能評価指標」の作成という形で評価した。これは、地域性を考慮し
て、都市から都市近郊までの地域を都市化の程度によって分割し、評価指標を作成したも
のである。この結果、それぞれの地域では住民にとって望ましい林地のあり方が異なるこ
とが明かとなった。さらに、林地の評価は、林地そのものの状況だけでなく周囲の土地利
用にも大きく影響されることがわかった。続く第3章では、第2章の評価に加え、地域性
について主に住民の属性と評価の関連について考察を加え、住民の森林とのかかわり合い
の原体験とも言うべき属性である世代や生育地の状況が、評価に大きな影響を与えている
ことを明らかにした。また、この住民意識調査は、神奈川県と千葉県の全域で実施された
のであるが、首都圏としての近郊整備帯にある地域と、整備帯から外れた地域である外房
地域では、明らかに評価に大きな差があることがわかったo第4章では、第2章を補完す
る形で現地調査を行った結果を報告した。
第5章では、やや遠隔地の緑の役割である「保健レクリエーション機能」を、アクセシ
ピイリイテイの点からグラピティ型のモデルを用いて、評価を行ったo また、続く第6章
では、自然環境保全機能の評価を、自然保護の専門家の知見の集約による、 「自然保護の
指標」作成という形で試みた。
第7章では、費用負担問題について触れ、住民に対するもう一つの立場である「所有
者Jの立場からみた都市近郊林の実態を、インタピュー調査を行って把握した。続く第8
章では第7章のインタビュー調査結果を基に、 「行政」の立場から様々な施策のシナリオ
の実効性、及び、林地の保全のために有効なインセンテイプ施策について検討し、考察を加
えた。第9章では、以上から得られた知見をもとに、 「都市域Jr近郊域」の2地域に区
分し、それぞれの地域について望まれる都市近郊林管理の方向について総括を行った。第
1 0章では、現在の諸制度の中で実績をあげている横浜市市民の森制度を取り上げ、担当
者のインタピューを交えての考察を行ったo
この7章から以降では、前半の住民や専門家による林地の評価をふまえて、林地管理の
方向を見いだすことが目的となっているo そのために林地管理の当事者である所有者と行
政のインタピューを行ったものであるo その結果、第7章においては、所有者にとっては
林地は資産として重要なものであるし、保険的な役割を担っているo とくに林地以外の固
定資産を持たない場合には非常に重要な位置づけをされている。したがって、かえって相
続などの発生に備えて通常の状況では売却されにくいが、施策としての環境保全的な用途
への提供も行われにくい。林地以外にも余裕資産のある場合には、環境保全的な用途への
提供も行われ易いが、また売却され易い、などが明らかとなった。
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横浜市の市民の森制度は、所有者のおかれたこうした状況をうまく把彊した制度であ
り、横浜市のように都市化の進展しつつある地域でこそ実績をあげることのできた制度で
あるということが、担当者へのインタビューで明らかになった。
現在多くの自治体で整備を進めているトラストなどの林地買い上げ制度は、結局都市域
では莫大な資金が必要な上に、将来利益との兼ね合いで買収交渉に多大な労力がかかるこ
と、近郊域においては所有者自身も林地以外の用途への転用インセンテイプは余りないこ
とから、余り有効ではない。相続発生時の高額な相続税に着目した先買い権設定や、土地
利用規制に伴う買取り請求権に対する買収実績の積み上げなどが、効果的であると考えら
れるo
また、買収だけでなく、林地の貸借権設定や利用権設定による公固化や周辺住民への解
放を行い、所有者の維持管理費の軽減を図ると共に、最近の流れとして周辺住民による新
しい林地管理組織への労力の分散などが必要となるであろう o市街化区域内林地や市街地
に近い林地は、毎年の納税額だけでもかなりの額になり、また近郊域では伐採収入が見込
めないにもかかわらず管理費がかかるため、これらの費用を負担する効果的な方法であ
るo労力についても、現在林地の管理作業は農業者に大きく依存しているo ところが、後
継者は、ほとんど農業に従事していないため、将来的には憐地の管理作業を行う担い手
がなくなってしまうことが予想されるo したがって、農業者以外の一般住民による林地管
理の労力が必要となって来るからであるo
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